
ぶどう
県が開発したぶどう

｢ルビーロマン」は、巨峰
の約２倍の大きさ､鮮やか
なルビー色が特長。

石 川 県 の 農 林 水 産 業 の 概 要

主な農林水産物特徴・取組

石川県は、東は富山県、岐阜県に、南は福井県に接し、北は能登半島と
なって日本海に突出しており、南西から北東に向かって細長い形状である。
冬期は、日照率が低い日本海側の気候であり、雪の降る日が多くなる。雷発
生日数は日本で一番多い。

米
県が開発した米

「ひゃくまん穀」は食
味が良く、大粒で食べ
応えがあり、冷めても
美味しいのが特長。

花き（フリージア）
県が開発した「エア

リーフローラ」は、日
本人の好みに合う中間色と、カラーバ
リエーションの豊富さが特長。令和６
年に新品種「エアリーマロン」「エア
リーダブルパープル」がデビュー。

日本なし
県が開発した梨「加賀

しずく」は、ジューシー
で酸味を抑えた上品な甘
さと、なめらかな口当た
りが特長。

しいたけ
奥能登地域で栽培され

ている原木しいたけ「の
と115」の中でも傘の大
きさが８㎝、肉厚３㎝、
巻き込みが１㎝以上の基
準を満たした特秀品を
「のとてまり」として認定。

肉用牛
「能登牛（のとうし）」

は、石川の美しい自然や素
朴な風土の中で丹精込めて
育てられており、きめ細か
い肉質と上質な脂によると
ろけるような食感が特長。

ズワイガニ
雄の「加能ガニ」は身の

しっとりとした甘さと濃厚
なカニみそが特長。
雌の「香箱ガニ」は内子の
濃厚な味わいと外子のプチ
プチとした食感が特長。

とり貝
「能登とり貝」は、餌

となる植物プランクトン
が豊富な七尾湾で育成さ
れたとり貝で、天然貝と
遜色なく、大きく肉厚でほどよい
歯応えと上品な甘みが特長。

酒米
県が開発した酒米「百万石乃白」は

表面を削っても割れにく
いのが特長。すっきりと
した味わいとフルーティ
ーで香り高い大吟醸酒を
造ることができる。

干し柿（ころ柿）
ＧＩ産品である「能登

志賀ころ柿」は糖度が高
い最勝柿を使用し、甘さ、
鮮やかな飴色の外観、緻
密で柔らかい果肉が特長。
（生産量全国12位）

国際的な競争力を有する機械メーカーと、これらを支える機械加工等幅広
い分野にわたる協力企業群が存在している。また、加賀百万石の優れた食文
化を背景とした特徴ある食品メーカーが多数存在している。

加賀地域の平坦部は稲作地帯で、農業法人や大規模経営農家が多い。一方、
能登地域は、中山間地域が多いことから、小規模農家の比率が高い。
また、加賀野菜・能登野菜などの伝統野菜、豊富な魚介類だけでなく、九

谷焼・輪島塗に代表される伝統工芸、ユネスコ無形文化遺産に登録された
「奥能登のあえのこと」や登録無形文化財に登録された「加賀料理」などの
有形無形の資源が融合した食文化が県民の暮らしに浸透している。

北陸新幹線開業による観光客増加に伴い、県内の飲食店における県産農産
物の取扱量が増加する中、石川県では、「ルビーロマン（ぶどう）」「加賀
しずく（日本なし）」「ひゃくまん穀（米）」「百万石乃白（酒米）」「の
とてまり（原木しいたけ）」「能登とり貝」「能登牛（肉用牛）」など優れ
た特長を有する農林水産物22品目を「百万石の極み」に認定し、更なるブラ
ンド化に取り組んでいる。ＧＩについては、平成28年｢能登志賀ころ柿」「加
賀丸いも」、令和６年「いしり・いしる」が登録されている。

令和８年版

能登地域は、昭和25年をピークに人口減少が進む中、平成23年、「能登の
里山里海」として世界農業遺産に認定され、能登棚田米のブランド化や環境
に配慮した能登米づくり、農家民宿の取組など、多様な地域資源を活用した
「地域作り」等の取組が広がりを見せている。

出典（写真）：石川県

加能ガニ

香箱ガニ



石 川 県 内 の 各 地 域 に お け る 農 林 水 産 物

能登地域

【農産物】
ミニトマト、ころ柿（干し柿）、いちご､小豆､
くり､ブルーベリー、
能登野菜（とうがん等）、ギンナン

【林産物】
すぎ、アテ（ヒノキアスナロ）、
のとてまり（原木しいたけ）、乾しいたけ、
まつたけ

【水産物】
ふぐ、ぶり､ふくらぎ（ぶりの幼魚）、まだら､
ウスメバル、かき類、ばい貝､さざえ、とり貝、
あわび

出典：石川県ＨＰ、金沢市ＨＰ、能登野菜振興協議会ＨＰ、ＪＡグループ石川ＨＰ、北陸農政局ＨＰを基に作成

加賀地域

【農産物】
トマト､丸いも､ニンジン
きゅうり、キウイフルーツ､こまつな、
キャベツ､まこも､加賀野菜（れんこん等）、イチジク、
日本なし､ゆず､もも、りんご、加賀しずく（日本なし）

【林産物】
すぎ、たけのこ、なめこ、わさび、生うるし

【水産物】
さけ類、かれい、たい、甘えび、がすえび

県全域

【農畜産物】
水稲：代表品種
①コシヒカリ ②ゆめみづほ

  ③ひゃくまん穀 ④能登ひかり
  ⑤百万石乃白
大豆､六条大麦､そば、すいか、かぼちゃ、
メロン、かんしょ、だいこん、ブロッコリー、
ねぎ、エアリーフローラ（フリージア）、
ぶどう、ルビーロマン（ぶどう）、
能登牛（肉用牛）、能登豚（豚）、生乳、
鶏卵

【林産物】
すぎ、アテ（ヒノキアスナロ）、
しいたけ、木炭、薪

【水産物】
さわら、はたはた、にぎす、
ずわいがに、べにずわいがに、いか、
あまだい



出典： 「作物統計」、「野菜生産出荷統計」、「果樹生産出荷統計」、「地域特産野菜生産状況」、「畜産統計」、
「特産果樹生産動態等調査」

干し柿 生産量 R5 30 ｔ 6,660 ｔ 12

注：（　）は農業総産出額及び農業産出額を100％とした割合である。

ギンナン（イチョウ） 収穫量 R5 5 t 760 t 17

出典： 「令和６年農業総産出額及び生産農業所得（全国）」、「令和６年農業産出額及び生産農業所得（都道府県別）」

肉用牛 飼養頭数 R7 3,360 頭 2,595,000 頭 43

くわい 収穫量 R4 4 ｔ 195 ｔ 5
加工農産物 1 億円 565 億円 30日本なし 収穫量 R6 2,090 ｔ 172,700 ｔ 21
その他畜産物 0 億円 1,021 億円 44

*
ぶどう 収穫量 R6 769 ｔ 164,600 ｔ 22

ブロイラー - 億円 4,259 億円 -すいか 収穫量 R6 12,700 ｔ 299,000 ｔ 10
鶏卵 25 億円 5,764 億円 36

10,170 億円 42
メロン 収穫量 R6 288 ｔ 137,500

ｔ 4 *
鶏 25 億円

ｔ 12

六条大麦 収穫量 R7 5,610 ｔ 59,000
14 億円 7,567 億円 39水稲 収穫量 R7 121,800 ｔ 7,790,000
20 億円 8,937 億円 40年次 石 川 県 全 国 全国順位 生乳

ｔ 24 豚

農畜産物の生産状況
乳用牛 20 億円 10,035 億円 41

区 分

(34.0) 42

肉用牛 18 億円 7,861 億円 38

畜産 78 億円 (12.6) 36,654 億円

その他作物 x 億円 583 億円 - *

工芸農作物 0 億円 1,577 億円 45

(9.4) 41

花き 5 億円 3,423 億円 46

果実 32 億円 (5.2) 10,112 億円

野菜 93 億円 (15.1) 25,510 億円 (23.7) 45

いも類 13 億円 2,565 億円 20

豆類 2 億円 621 億円 24

雑穀 0 億円 87 億円 28

(23.7) 22

麦類 x 億円 582 億円 - *

(100.0) 43

米 390 億円 (63.2) 25,524 億円

農業産出額 617 億円 (100.0) 107,801 億円

石 川 県 の 農 業 （ １ ）

・農業産出額は617億円で全国43位。うち米が390億円（63.2％）、野菜が93億円（15.1％）、畜産が78億円（12.6％）。
・農畜産物の生産状況は、六条大麦が全国４位、くわいが５位、すいかが10位、メロン、干し柿が12位。

農業産出額の概略 農業産出額のデータ

区 分 石川県の農業産出額 全国の農業総産出額 全国順位

都道府県の農業、林業、漁業の表の見方

・令和８年３月31日時点における最新の統計等の公表データを使用

・表中に使用した記号は次のとおり

「０」 : 単位に満たないもの（例：0.4ｔ→０ｔ）

「－」: 事実のないもの

「…」：調査を欠くもの

「ｘ」 : 秘密を保護するため統計数値を公表しないもの。

「＊」：秘密を保護するため統計数値を公表していない都道府県を除いた順位

米

390億円

63.2%

野菜

93億円

15.1%

果実

32億円

5.2%

鶏卵

25億円

4.1%

乳用牛

20億円

3.2%
その他

57億円

9.2%



出典： 「令和６年度６次産業化総合調査結果」

22 ＊
事業体数 10 事業体 1,390 事業体 42

20
出典： 「2025年農林業センサス（令和７年２月１日現在）」、「令和２年国勢調査」（総務省統計局）、「令和７年集落

営農実態調査結果（令和７年２月１日現在）」 農家レストラン
総額 762 百万円 39,900 百万円

百万円 4,933 百万円 - ＊
農業経営体数 10 経営体 770 経営体

集落営農数 287 集落営農 13,952 集落営農 21 農家民宿
総額 x

農業経営体数 20 経営体 4,350 経営体 43参考）世帯総数 469,910 世帯 55,830,154 世帯 35

42

観光農園
総額 x 百万円 39,113 百万円 - ＊

41

販売農家数 5,772 戸 792,808 戸 45 事業体数 150
農産物直売所

総額 12,435 百万円 1,134,381 百万円
事業体 20,960 事業体

総農家数 9,134 戸 1,394,135 戸 46

33
事業体数 280 事業体 26,910 事業体 41

農産加工
総額 8,854 百万円 1,006,107 百万円

区 分 石 川 県 全 国 全国順位

法人経営体数 442 経営体 33,819 経営体 34

農業経営体数 6,300 経営体 836,054 経営体 45

人 33
出典： 「2025年農林業センサス（令和７年２月１日現在）」、「認定農業者の認定状況（令和７年３月末現在）」、「令

和２年国勢調査」（総務省統計局）農業経営体数、農家数及び集落営農数

農業生産関連事業の年間販売（売上）金額及び事業体数区 分 石 川 県 全 国 全国順位

法人 29,684 法人 30
出典： 「令和６年度の荒廃農地面積（令和７年３月３１日現在）」 参考）人口総数 1,132,526 人 126,146,099

34

荒廃農地面積 7,158 ha 256,667 ha 15 法人数 429

-

区 分 石 川 県 全 国 全国順位
国、市町村認定及び都道
府県認定経営体数 1,827 経営体 212,136 経営体

荒廃農地面積 基幹的農業従事者数に対
する65歳以上割合 75.9 ％ 69.6 ％

人 47

65歳以上 4,451 人 721,311 人 46

出典： 「令和６年耕地面積（7月15日現在）」 、「令和８年全国都道府県市区町村別面積調（１月１日時点）」（国
土交通省国土地理院）

女 1,651 人 376,896

男 4,212 人 659,332 人 46

人 1,036,228 人 46

参考）総土地面積 4,190.94 Km2 377,979.74 Km2 34

全 国 全国順位

牧草地 503 ha 585,900 ha 24 基幹的農業従事者数 5,863

ha 248,600 ha 43 区 分 石 川 県

基幹的農業従事者数及び認定農業者数普通畑 4,920 ha 1,118,000 ha 33

樹園地 1,130

ha 30
出典： 「農地中間管理機構の実績等に関する資料（令和６年度版）」

畑 6,550 ha 1,952,000 ha 37

65.8 ％ 61.5 ％ 9田 32,900 ha 2,319,000

ha 25耕地面積 39,500 ha 4,272,000 ha 33
集積率

全 国 全国順位
担い手への集積面積 25,984 ha 2,627,068

石 川 県 の 農 業 （ ２ ）

・耕地面積は３万9,500haで全国33位。うち田が３万2,900ha、畑が6,550ha。
・農業経営体数は6,300経営体で全国45位。うち法人経営体数が442経営体で34位。
・国、市町村認定及び都道府県認定経営体数は1,827経営体で全国34位。うち法人数が429法人で30位。
・農業生産関連事業は、農家レストランの年間販売（売上）金額が８億円で全国22位、事業体数は10事業体で42位。

担い手への農地の集積状況耕地面積

区 分 石 川 県 全 国 全国順位区 分 石 川 県



18
出典： 「2025年農林業センサス（令和７年２月１日現在）」 出典： 「令和６年木材統計」

42 国産材と輸入材 9 工場 386 工場法人経営体数 21 経営体 3,813 経営体

国産材のみ 43 工場 3,013 工場 32

工場 3,492 工場 34

林業経営体数 247 経営体 23,300 経営体 32

区 分 石 川 県 全 国 全国順位 製材用素材の入荷があった工場数 52

全国順位
林業経営体数 製材工場数 52 工場 3,547 工場 34

出典： 「2025年農林業センサス（令和７年２月１日現在）」

製材工場数

区 分 石 川 県 全 国

ha 17,627,155 ha 29

人工林面積 101,443 ha 10,059,386 ha 37

「令和６年木材統計」、「令和６年特用林産基礎資料」
国有林 25,771 ha 7,117,059 ha 29

民有林 252,252

層積㎥ 10
林野面積 278,023 ha 24,744,214 ha 32

出典：

区 分 石 川 県 全 国 全国順位
薪 生産量 2,420 層積㎥ 99,161

ｔ 15

たけのこ 生産量 356 ｔ 20,865 ｔ 10

林野面積 わらび 生産量 7 ｔ 596

なめこ 生産量 152 ｔ 23,874 ｔ 13 *

広葉樹 5 千㎥ 1,365 千㎥ 29

出典： 「令和６年林業産出額」 からまつ 5 千㎥ 1,733 千㎥ 14

すぎ 86 千㎥ 11,716 千㎥ 30

千㎥ 35

栽培きのこ類生産 5.2 億円 2,322.7 億円 38

35 針葉樹 97 千㎥ 18,398木材生産 12.6 億円 2,369.4 億円

102 千㎥ 19,763 千㎥ 35

全 国 全国順位

林業産出額 18.1 億円 4,769.8 億円 39 素材生産量

石 川 県 の 林 業

・林業産出額は18.1億円で全国39位。うち木材生産が12.6億円、栽培きのこ類生産が5.2億円。
・林産物の生産状況は、素材生産量が全国35位、たけのこ、薪が全国10位、なめこが13位。

林業産出額 林産物の生産状況

区 分 石 川 県 全 国 全国順位 区 分 石 川 県



出典： 「2023年漁業センサス（令和５年11月１日現在）」

事業体 380 事業体 8
出典： 「令和６年度６次産業化総合調査結果」

百万円 13,511 百万円 22 ＊

動力漁船 796 隻 58,907

109,284 隻 26
漁家レストラン

総額 162

隻 27 事業体数 10

10 経営体 540 経営体 13
93 百万円 5,440 百万円 14 ＊区 分 石 川 県 全 国 全国順位 漁家民宿

総額
漁業経営体数

漁船隻数 1,437 隻

百万円 14 ＊
事業体数 20 事業体 780 事業体 11

漁船隻数 水産物直売所
総額 868 百万円 34,259
事業体数 10 事業体 1,160 事業体 24

全国順位出典： 「2023年漁業センサス（令和５年11月１日現在）」

水産加工
総額 553 百万円 193,147 百万円 30

漁業生産関連事業の年間販売（売上）金額及び事業体数
女 114 人 11,632 人 19

区 分 石 川 県 全 国

23

男 1,826 人 109,757 人 24

石 川 県 全 国 全国順位 出典： 「令和６年漁業・養殖業生産統計」

海面漁業就業者数 1,940 人 121,389 人

漁業就業者数
その他のます類 7 t 2,074 t 30

区 分

内水面養殖業収獲量 9 ｔ 29,131 ｔ 41

出典： 「2023年漁業センサス（令和５年11月１日現在）」

さけ類 1 t 4,910 t 8

内水面漁業漁獲量 1 ｔ 17,915 ｔ 39

ｔ 47,046 ｔ 40 *
内水面漁業経営体数 40 経営体 4,076 経営体

t 148,149 t 11海面漁業経営体数 971 経営体 65,662 経営体

区 分 石 川 県 全 国 全国順位
かき類 72925

内水面漁業・養殖業生産量 1027

3

海面養殖業収獲量 762 ｔ 802,927 ｔ 29 *

漁業経営体数 さわら類 748 t 9,557 t

*

出典： 「令和６年漁業産出額」 ふぐ類 262 t 5,859 t 3

にぎす類 653 ｔ 1,776 ｔ 1

ｔ 17

海 面 養 殖 業 0 億円 5,891 億円 - *

17 * 海面漁業漁獲量 35,130 ｔ 2,786,195海 面 漁 業 137 億円 8,894 億円

35,892 ｔ 3,589,121 ｔ 23 *

全 国 全国順位

海面漁業・養殖業産出額 139 億円 14,785 億円 28 海面漁業・養殖業生産量

石 川 県 の 水 産 業

・漁業産出額のうち、海面漁業・養殖業産出額は139億円で全国28位。
・水産物の生産状況は、海面漁業のにぎす類が全国１位、ふぐ類、さわら類が３位、海面養殖業のかき類が11位、内水面漁業のさけ類が８位。
・漁業生産関連事業は、水産物直売所の年間販売（売上）金額が９億円で全国14位、事業体数は20事業体で11位。

漁業産出額 水産物の生産状況

区 分 石 川 県 全 国 全国順位 区 分 石 川 県



石 川 県 の農 林 水 産業 の 話 題等

石川県には県が独自に開発した「ルビーロマン（ぶどう）」、「ひゃくま
ん穀（米）」や伝統野菜の加賀野菜・能登野菜、能登牛、のとてまり（原木
しいたけ）など、多くの魅力ある農林水産物がある。これらのうち、生産体
制や生産量、市場からの評価など、一定の基準を満たした品目を「百万石の
極み」として認定し、魅力発信や販路開拓に取り組んでいる。令和７年度に
は「天然能登寒ぶり」と「能登押水花木」の２品目を新たに認定し、合計２
２品目を認定している。
今後も、旬の時期に合わせたＰＲイベントの実施等を通じて、「百万石の

極み」をはじめとした特色ある農林水産物の魅力発信と販路開拓を戦略的に
進めていく方針である。

特色ある農林水産物のブランド化

能登の農業者、ＪＡ等を対象に「トキ
との共生に向けた農業シンポジウム」
を開催し認証制度を周知

令和８年５月３１日、石川県羽咋市で、本州では初めてとなるトキの放
鳥が行われる。県では、この放鳥を契機にして、化学肥料や化学合成農薬
の削減に加え、江の設置などトキの餌場づくりに取り組む「トキめく能登
の未来」米づくり認証制度を創設した。認証制度の名称とキャッチコピー
を組み合わせた認証マークも新たに作成した。認証マークは令和８年度産
からの米袋への表示や、のぼり旗への活用を計画している。
今後も、各種イベントやSNS等を通じて、生産者や消費者等への理解を

促進するとともに、販路開拓により生産者の所得向上につなげていく方針
である。

トキの放鳥を契機とした新たな米づくり認証制度の創設

米の需要減が見込まれる中、水稲農家の所得確保・米主体の生産構造か
らの転換を図り、本県農業の持続的な成長につなげるため、水田で高収益
な園芸作物などを栽培する「水田園芸」を推進している。令和５～７年度
には、意欲の高い地域をモデルに３年間の集中支援を行っている。
この結果、１０地域で新たに１０４名（６７ha）の農家が水田園芸に参

入し、販売目標を達成した地域も出始めるなど、取り組みは着実に拡大し
ている。
県としては、栽培技術の指導など継続的な支援を行っていく方針である。

水田園芸の取組拡大

能登押水花木天然能登寒ぶり

化学肥料・農薬
５割以上削減

化学肥料・農薬
3割以上削減

JA志賀

JA松任

JA小松市

JA加賀

JA加賀

JA石川かほく

JA能美

JA能登わかば

河北潟ブロッコリー
集出荷場利用者
協議会

支援地域（10産地）

JA加賀

認証マーク
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